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概 　要

従来技術 これまでの研究成果 周辺開発技術

利点・欠点 新技術新技術新技術 創出される技術

応用分野

　厚さ 0.1 mmの疎水性多孔質膜を表面処理して、1枚の膜で表側が親水性、裏側が疎水性の多孔質膜を作成する。この表
側にトリエチレングリコールなど親水性液体を含浸させ液体の膜にすると、膜の裏側を真空にしても液体膜は保持される。
この方法で空気中のガス・蒸気を選択的に分離することができる。
・トリエチレングリコールの液体膜で空気中の水蒸気をとる除湿装置
・アミン系の液体を使用することで炭酸ガス分離装置
・疎水性のエチレングリコール類液で有機蒸気（VOC）やニオイ成分除去装置
などが構成できる。
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表面含浸型液体膜によるガス・蒸気透
過分離法

高分子膜によるガス・
蒸気分離法

含浸型液体膜のガス・蒸気分離
性の検討

膜モジュール、真空ポンプ等膜
分離装置開発

透過性・分離性が低い 簡便・高性能液体膜作
成法

液体膜による分離装置

除湿装置、炭酸ガス分離装置、VOC除去装置
脱臭装置、空気清浄機


